
2025年度大阪府訪問看護実践研修
教育ステーション事業実践報告

大阪府訪問看護ステーション協会

三島ブロック（茨木市・摂津市）担当

大阪府済生会茨木訪問看護ステーション



地域の概要 三島ブロック

大阪府 人口877万人 高齢化率29.2％

三島二次医療圏 74.9万人

人口（高齢化率）

高槻市 34.3万人↓（29.4％）

島本町 3.2万人↑（28.2％）

茨木市 28.6万人↑ （24.6％）

摂津市 8.7万人↑ （25.8％）

特徴

公的医療機関がない

特定機能病院と民間病院

大阪医科薬科大学訪問看護ステーション 作成



目標

1、ACP（アドバンス・ケア・プランニング）の基礎知識を習得し、実践できる人

材を育成する。

2、訪問看護における重要な選択を実施する習慣を確立し、適正な訪問看護の実施に
つなげる。

3、看護師やヘルパーが高齢者や要介護者の健康維持とQOL向上を目的としたフッ

トケア技術を習得する。

4、地域住民が健康を維持し、適切な介護・医療サービスを利用できるよう支援する。

5、訪問看護の実務経験を提供し、訪問看護の理解を深める。

6、迅速かつ適切な医療・看護の相談対応を実施し、相談者の問題解決を支援する。

7、専門性の高い訪問看護支援を提供し、訪問看護の質を向上させる。



1.人生会議（ACP）支援実践人材育成研修
（多職種対象）実施

目標人数：50人
参加人数：74人



2.ガイドライン研修
（訪問看護管理者対象・集合で実施）

目標人数： 20人
参加人数： 20人

【感想】
・今回2回目の参加でしたが、1回目の時より具体的に振り返りながら考える
ことができました。当事業者の課題の多さを改めて知りました。頑張ります。
・前年度も参加しましたがより内容が充実されて気付きがたくさんありまし
た。
・今やらなければない事の焦点を絞る事が出来ました。
・やるべきことが明確になり、すごく勉強になりました。内容はすごくわか
りやすかったです。
・ひとつひとつの項目の記載事項の意味を読み解くことが難しく、説明を聞
くことで理解ができた内容も多かった。自分のステーションの確認事項も明
確化できた。
・今回参加させて頂いて、マニュアルの整備や課題が見えました。
・できていない事が多すぎて暗い気持ちになりそうですが、何をやらないと
いけないのかを気づく機会になりましたひとつでもふたつでも評価つけられ
る項目を増やしていきたいです。



3.フットケア研修
（多職種対象・集合研修）

目標人数：20人
参加人数： 18人参加

【感想】
・実践の時間が長く設定されていたので、大変良かったです。ニッパーの使用は難しく、
研鑽を積むことが必要と感じましたので、また研修を受けられたらありがたいです。
・肥厚爪や巻き爪、ニッパー使用法など、確認できてよかったです。シャボンラッピング
もやります。
・靴下、靴にまで視点を向けて行くことのたいせつさ、足の爪で生活がかわると学びまし
た。北摂の足をキレイに出きるようにがんばります。一度でやりきろうと思わないって
ハッとさせられました。
・歩行状態やADLが巻き爪と関係していることが理解でき爪切りの奥深さが学べてすごく
勉強になりました。
・爪切りも奥が深く、やり方もわからないことが多かったのですが、今回とても勉強にな
りました。爪もADLに繋がることをしっかりと頭にいれて訪問に回ります。



4.府民への相談支援事業①



4.府民への相談支援事業②



5.訪問看護体験研修事業
病院看護師3名
訪問理学療法士3名
訪問作業療法士3名
未就業看護師6名
未就業理学療法士1名
デイサービス看護師1名

※未就業の看護師・療法士に

とって、「訪問看護事業所へ
の就業の可能性」のきっかけ
になったとの声もあり、潜在
職種の掘り起こし施策として
有効であった。



6.電話相談事業
・目標件数：5回/実件数：5回
・相談内容：
指示書/記録関係4件
報酬関係1件

【効果】
医療機関、訪問看護ステーション、行政、福祉機関など多様
な機関からの相談が寄せられており、ステーションが地域の
多職種間支援・相談窓口のハブになっていることがうかがえ
る。

【相談の者】
・病院
・行政
・訪問看護ステーショ
ン管理者/事務員



7.コンサルテーション事業

【電話サポート】
目標回数：0回/実回数0回

【サポート内容】
新規立ち上げステーション管理者 基本的な加算について。

【効果】
医療・介護双方の制度における加算（例：緊急時訪問看護加
算、24時間体制加算、ターミナルケア加算など）について、
対象や要件、申請タイミングの誤解が多かったが、資料や
Q&Aを用いて整理することで理解が深まった。1対1の対面形
式により、マニュアルでは読み解けない個別事情に寄り添い、
安心して相談できる機会を提供できたことは、今後の支援体
制づくりにも活かせる。

【対面サポート】
目標回数：3回/実回数1回



その他
【教育ステーションとして参加】
・茨木市の在宅医療を支える会 研修企画から参加
     8/23「認知症と多職種連携」参加者119人（医師会30人/薬剤師会9人/歯科医師会10人/訪
看25人/CM19人/包括20人/行政6人）
・茨木市在宅医療・介護連携推進連絡会

10/8 会議あり 参加者35人（医師会3人/薬剤師会2人/病院8人/相談支援部会1人/地域看護1
人/教育ST1人/社協1人/包括2人/行政16人/消防1人）
・三島圏域地域リハビリテーション連絡会・協議会 会議参加

6/5、6/11、7/7、9/2、10/8、11/10
【年度始まってから教育ステーション当てに研修会講師依頼あり】
・茨木市圏内の地域包括支援センターと共同で地域研修

8/8「スムーズな連携の為に」参加者46人（CM24人/相談支援員1人/訪看16人/行政5人）
9/25「認知症って？」参加者28人（市民対象）
10/24カスハラについて 参加者18人（地域包括支援センター職員、ケアマネジャー）

・茨木市相談支援部会と研修会企画（相談支援員のみ参加）
9/25「医療的ケア児の実際」参加者36人
11/27「精神科訪問看護」 参加者30人



地域における協力体制について
【協力ステーション名】

すずね訪問看護リハビリステーション（茨木市）

コンサルテーション・体験・相談支援・広報・研修運営サポート

リハビリあき訪問看護ステーション（茨木市）

コンサルテーション・体験・相談支援・広報・研修運営サポート

訪問看護ステーションふるる（茨木市）

コンサルテーション・体験・相談支援

訪問看護ステーション パーム茨木市（茨木市）

コンサルテーション・体験・相談支援・広報

訪問看護ステーションこころ（摂津市）

コンサルテーション・体験・相談支援・広報・地位資源の把握・研修運営サポート

【協力看護師】

認知症看護認定看護師（訪問看護ステーションふるる）

 体験、相談、コンサルテーション等



目標の評価・課題①

1、ACP（アドバンス・ケア・プランニング）の基礎知識を習得し、実践できる人材を育成する。
評価：達成
多職種向けに集合形式でACP研修を実施し、参加者は74名に上った。講義とグループワークを組み合わせ
た構成により、実践的な視点も共有され、地域でACPを推進できる福祉職の人材育成に一定の成果が見ら
れた。

2、訪問看護における重要な選択を実施する習慣を確立し、適正な訪問看護の実施につなげる。
評価：一部達成
全国訪問看護事業協会の自己評価ツールを活用した「ガイドライン研修」を通じて、重要な選択に関する
視点の共有を図った。しかしながら、日常的な実践への習慣化や判断の均質化については、今後も継続的
な研修や実践支援が必要である。

3、看護師やヘルパーが高齢者や要介護者の健康維持とQOL向上を目的としたフットケア技術を習得
 する。
評価：概ね達成
フットケア研修には18名が参加し、いずれも看護師であった。医療的知識を土台とした講義と実技により、
専門性の高いスキル習得が進んだ。一方で、当初想定していたヘルパーなどの多職種の参加が得られな
かったことから、今後は研修内容や周知方法の工夫により多職種参加を促す必要がある。



目標の評価・課題②

4、地域住民が健康を維持し、適切な介護・医療サービスを利用できるよう支援する。
評価：一部達成
地域イベントでのチラシ配布や相談対応を通じて住民との接点は確保されたが、相談件数は限られてい
た。今後は、住民ニーズの把握や相談窓口の認知向上に向けたアプローチの見直しが求められる。

5、訪問看護の実務経験を提供し、訪問看護の理解を深める。
評価：達成
訪問看護体験研修には18名が参加し、未就業者や他職種、既存ステーション職員など多様な背景を持つ
人材が含まれていた。訪問看護への関心喚起と理解促進に寄与した点で高く評価できる。

6、迅速かつ適切な医療・看護の相談対応を実施し、相談者の問題解決を支援する。
評価：達成
計画された5件の相談対応に対し、実績も5件となり、当初想定した体制が十分に機能したと判断される。

7、専門性の高い訪問看護支援を提供し、訪問看護の質を向上させる。
評価：一部達成
新規開設の訪問看護ステーションに対しては、対面による基本加算に関する指導を行ったものの、支援
件数は目標の3件に届かなかった。今後は支援対象ステーションの掘り起こしや継続的な支援体制の整
備が課題となる。



事業全体の課題

地域の専門職・住民・訪問看護関係者に対し、幅広く「訪問看護を学ぶ・知る・深める」機会
を提供できたことは、大きな成果である。

一方で、今後に向けて改善が必要と考えられる点も明確になった。

特に、集合型研修のみでの開催となったことにより、参加を希望しても日程や勤務の都合で受
講できなかった職員も少なくないと推察される。来年度以降はハイブリッド形式を取り入れる
ことで、より多くの人に機会を保障し、継続的な学びを支援できる体制づくりが求められる。

また、府民向けイベントにおける健康相談やチラシ配布についても、参加者との接点づくりに
は一定の効果があったものの、相談件数が伸び悩む場面もあり、広報・ブース設営・呼び込み
方法のさらなる工夫が必要である。今後は、事前周知方法やICT（QRコード・SNS・連絡ツー
ル等）の活用も視野に入れた改善が求められる。

訪問看護の管理業務に関する支援では、対面コンサルが1件に留まり、対象者の把握・参加促
進・継続支援の仕組み作りが今後の課題となる。コンサル希望者に向けたリーフレットの配布
や、簡易なメール相談の導線設計なども有効な対応策と考えられる。
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